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は
じ
め
に
　
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
十
一
年
三
月
告
示
・
平
成
十
五
年
四
月
施
行
）
の
教
科
「
古
典
」
の
「
内
容
の
取
扱
い
」
に
は
、「
教
材
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
し
て
、「
教
材
は
、
様
々
な
文
章
や
作
品
、
文
種
や
形
態
な
ど
に
つ
い
て
、
親
し
み
や
す
く
基
本
的
な
も
の
を
で
き
る
だ
け
精
選
し
、
長
短
や
難
易
を
考
慮
し
て
適
当
な
部
分
を
取
り
上
げ
る
こ
と
。」
と
の
項
目
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
教
科「
古
典
講
読
」
で
は
、
「
教
材
は
、
特
定
の
文
章
や
作
品
、
文
種
や
形
態
な
ど
に
つ
い
て
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
も
の
を
中
心
と
し
て
適
切
に
取
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。」と
な
っ
て
い
る
。
精
選
さ
れ
た
様
々
な
作
品
に
触
れ
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
る「
古
典
」に
対
し
、
一
つ
一
つ
の
作
品
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
こ
と
が
、「
古
典
講
読
」
に
は
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
多
く
の
作
品
を
少
し
ず
つ
読
ん
で
文
学
史
の
大
き
な
流
れ
を
押
さ
え
、
そ
の
上
で
、
数
少
な
い
作
品
を
深
く
読
む
と
「
処
女
塚
」
の
話
型
へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
る
古
典
の
学
習
指
導
　
平
　
林
　
優
　
子
い
っ
た
過
程
が
、
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
だ
が
、
あ
く
ま
で
も
理
想
は
、
一
つ
の
作
品
す
べ
て
を
読
み
通
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
、『
源
氏
物
語
』の
よ
う
な
長
編
の
場
合
、
一
つ
よ
り
は
二
つ
、
二
つ
よ
り
は
三
つ
、
三
つ
よ
り
は
六
つ
の
場
面
を
読
む
方
が
よ
い
の
だ
と
分
か
っ
て
は
い
て
も
、
い
く
つ
ま
で
増
や
し
て
行
け
ば
作
品
を
理
解
出
来
る
レ
ベ
ル
に
達
す
る
の
か
、
予
想
も
つ
か
な
い
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
抜
粋
し
た
場
面
を
順
番
に
読
む
と
い
う
、
現
在
の
教
科
書
と
は
別
の
教
材
化
の
方
法
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
古
典
に
お
け
る
新
た
な
教
材
の
構
想
と
学
習
指
導
を
試
み
て
み
た
い
。
一
注
１
　
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）
年
度
用
「
古
典
Ⅱ
」（
古
文
）
の
教
科
書
、
十
三
社
四
十
三
種
類
を
分
析
し
た
世
羅
博
昭
は
、
教
材
化
の
類
型
が
次
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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第
一
の
類
型
は
、「
源
氏
物
語
」・「
枕
草
子
」
な
ど
の
よ
う
に
、
作
品
を
取
り
上
げ
て
教
材
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
の
類
型
は
、「
松
尾
芭
蕉
」
の
よ
う
に
、
ひ
と
り
の
作
者
を
取
り
上
げ
て
そ
の
人
の
作
品
を
教
材
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
三
の
類
型
は
、
和
歌
や
評
論
の
よ
う
に
、
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り
上
げ
て
そ
れ
に
属
す
作
品
を
教
材
注
２
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
世
羅
は
、
こ
の
三
つ
以
外
の
新
た
な
教
材
化
の
類
型
と
し
て
、
テ
ー
マ
の
可
能
性
を
示
唆
し
、
例
と
し
て
、
野
地
潤
家
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
、
高
等
学
校
國
語
科
・
新
制
大
学
一
般
教
養
科
の
副
教
科
書
『
白
鳥
の
悲
歌 
―
注
３
日
本
文
芸
の
抒
情
的
展
開
―
』を
紹
介
し
て
い
る
。
本
書
は
、
白
鳥
を
素
材
と
し
て
、『
古
事
記
』（
景
行
天
皇
の
条
）
か
ら
千
家
元
麿
（
千
家
元
麿
詩
集
）
ま
で
、
通
史
的
に
「
日
本
文
芸
の
抒
情
的
展
開
」
を
辿
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
　
ま
た
、
近
年
、
教
科
書
で
は
な
い
も
の
の
、
鈴
木
健
一
が
『
知
っ
て
る
古
注
４
文
の
知
ら
な
い
魅
力
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
「
古
文
」
の
と
ら
え
方
を
提
示
し
て
い
る
の
も
、
注
目
さ
れ
よ
う
。
・
文
学
作
品
は
、
過
去
の
作
品
表
現
の
集
積
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
す
ぐ
れ
た
作
品
は
そ
の
上
に
新
し
い
価
値
を
付
与
し
た
も
の
だ
。
（
一
〇
頁
）
・
す
ぐ
れ
た
文
学
作
品
が
生
み
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
が
新
た
な
規
範
と
な
っ
て
、
後
代
の
作
品
表
現
の
形
成
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
　（
一
三
頁
）
　
過
去
か
ら
未
来
へ
。
文
学
作
品
は
、
様
々
な
表
現
や
テ
ー
マ
を
、
脈
々
と
受
け
継
い
で
行
く
。
鈴
木
は
、『
徒
然
草
』の
序
文
を
取
り
上
げ
、「『
徒
然
草
』
と
い
う
作
品
を
基
点
と
し
て
見
た
場
合
、
過
去
か
ら
は
和
泉
式
部
の
表
現
を
は
じ
め
と
す
る
平
安
文
学
の
常
套
的
表
現
を
取
り
込
み
、
未
来
へ
向
け
て
は
『
西
鶴
織
留
』
へ
と
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
い
っ
た
、「
表
現
の
連
鎖
の
面
白
さ
」
に
注
目
す
る
読
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
注
５
　
一
方
、
田
中
貴
子
は
、『
検
定
絶
対
不
合
格
教
科
書
　
古
文
』
で
、「
通
常
の
教
科
書
が
「
物
語
」「
説
話
」「
随
筆
」
な
ど
と
い
う
区
分
け
を
し
て
古
文
を
載
せ
て
い
る
の
に
対
し
、「
古
文
は
明
治
時
代
か
ら
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
注
６
読
む
」
よ
う
提
案
す
る
。
し
か
し
、
益
田
勝
実
の
古
典
文
学
教
育
論
の
影
響
下
に
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
の
試
み
は
、
著
者
自
ら
が
、
戦
略
的
・
自
覚
的
に
「
絶
対
不
合
格
」
と
銘
打
っ
て
い
る
以
上
、
現
代
人
が
古
文
に
親
し
む
た
め
の
新
た
な
方
法
と
は
な
り
え
て
も
、
教
科
書
と
し
て
実
現
す
る
可
能
性
は
限
り
な
く
低
い
と
言
え
よ
う
。
　
か
つ
て
副
教
科
書
と
し
て
は
実
現
し
た
野
地
の
試
み
を
始
め
、
教
科
書
の
教
材
化
に
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
行
く
の
か
。
作
品
や
採
録
す
る
場
面
に
多
少
の
変
化
は
見
ら
れ
て
も
、
世
羅
の
言
う
と
こ
ろ
の
第
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一
と
第
三
の
類
型
に
、
三
十
年
後
の
今
日
に
至
る
ま
で
、「
古
典
講
読
」
の
教
注
７
材
化
は
著
し
く
片
寄
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
古
典
」の
教
材
化
も
、
各
教
科
書
注
８
間
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
決
し
て
目
新
し
い
も
の
を
求
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
新
た
な
古
典
の
楽
し
み
を
発
見
す
べ
く
、
時
代
を
越
え
て
作
品
と
作
品
と
を
繋
ぐ
、「
話
型
」
を
用
い
た
学
習
指
導
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
多
く
の
作
品
を
採
録
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
教
科
は
「
古
典
」
を
想
定
し
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
用
「
古
典
」
教
科
書
で
は
、
作
品
と
作
品
の
影
響
関
係
を
意
識
出
来
る
教
材
は
、
ど
の
く
ら
い
採
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
最
も
意
識
し
編
集
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
明
注
９
治
書
院
「
精
選
古
典
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
確
認
出
来
る
。
・
「
長
恨
歌
」（
白
居
易
）
↓
『
源
氏
物
語
』
光
源
氏
誕
生
（
紫
式
部
）、『
枕
草
子
』
木
の
花
は
（
清
少
納
言
）
・
『
枕
草
子
』（
清
少
納
言
）
↓
『
無
名
草
子
』
清
少
納
言
・
『
枕
草
子
』（
清
少
納
言
）
↓
『
紫
式
部
日
記
』
和
泉
式
部
・
清
少
納
言
（
紫
式
部
）
・
『
源
氏
物
語
』（
紫
式
部
）
↓
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』（
本
居
宣
長
）
・
『
徒
然
草
』（
兼
好
）
↓
『
玉
勝
間
』
兼
好
法
師
が
詞
の
あ
げ
つ
ら
ひ
（
本
居
宣
長
）
　
引
詩
な
ど
、
表
現
を
引
用
す
る
レ
ベ
ル
か
ら
、
作
品
や
作
者
に
つ
い
て
直
接
論
じ
た
レ
ベ
ル
ま
で
、
そ
の
影
響
の
仕
方
は
、
実
に
様
々
で
あ
る
。
他
の
教
科
書
で
は
、『
更
級
日
記
』
で
、
作
者
の
菅
原
孝
標
女
が
『
源
氏
物
語
』
へ
の
あ
こ
が
れ
を
語
る
冒
頭
の
場
面
、
お
よ
び
上
洛
し
念
願
の『
源
氏
物
語
』を
読
ん
で
夕
顔
や
浮
舟
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
願
う
場
面
が
目
に
つ
い
た
。
ま
た
、
大
修
館
書
店
「
精
選
古
典
」
が
、「
白
楽
天
と
日
本
の
古
典
」
の
章
の
中
に
、「
白
楽
天
と
菅
原
道
真
」「
長
恨
歌
と
源
氏
物
語
」
と
い
う
項
目
を
設
け
、
中
国
と
日
本
の
作
品
を
並
べ
て
採
録
す
る
、
意
欲
的
な
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
「
学
習
の
手
引
き
」
に
は
、「
白
居
易
の
作
品
が
、
わ
が
国
の
古
典
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
か
、
…
…
（
中
略
）
…
…
整
理
し
て
み
よ
う
。」（
二
九
〇
頁
）
と
あ
る
の
で
、
ま
さ
に
国
を
越
え
た
影
響
関
係
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
教
材
化
と
言
え
よ
う
。
　
だ
が
、
教
材
採
録
の
方
法
と
し
て
は
、
関
係
す
る
場
面
を
、
教
科
書
の
所
々
に
散
ら
ば
せ
て
お
く
の
が
よ
い
の
か
、
は
た
ま
た
、
ま
と
め
て
掲
げ
る
方
が
よ
い
の
か
。
場
面
が
二
つ
だ
け
な
ら
大
差
は
な
い
よ
う
だ
が
、
も
っ
と
多
く
を
比
較
す
る
と
な
る
と
、
ま
と
め
た
方
が
断
然
便
利
な
反
面
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
問
題
が
起
き
て
来
る
。
こ
の
後
、
四
つ
の
作
品
を
見
て
行
く
こ
と
に
な
る
が
、
時
代
も
ジ
ャ
ン
ル
も
ば
ら
ば
ら
の
こ
れ
ら
を
、
一
カ
所
に
収
録
す
る
わ
け
に
も
行
か
な
い
だ
ろ
う
。
多
少
不
便
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
所
定
の
場
所
に
採
録
し
て
お
く
の
が
、
現
実
的
か
と
思
わ
れ
る
。
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さ
て
、「
話
型
」
と
は
、「
二
つ
以
上（
な
る
べ
く
多
く
）の
話
に
通
じ
あ
っ
注
　
て
内
在
す
る
（
と
受
け
と
め
ら
れ
る
）
骨
組
み
、
あ
る
い
は
仕
組
み10
」
の
こ
と
で
あ
る
。「
高
貴
な
出
自
の
人
物
が
、
異
郷
に
流
離
し
て
苦
難
を
経
た
の
　
注
ち
、
幸
福
を
得
る
、
ま
た
は
神
と
し
て
祭
ら
れ
る11
」
貴
種
流
離
譚
や
「
継
子
注
い
じ
め
を
主
題
と
し
た
」12
継
子
譚
な
ど
が
有
名
で
あ
る
。「
処
女
塚
」
は
、
狭
う
な
ひ
を
と
め
義
に
は
莵
原
処
女
の
墓
を
指
す
が
、
広
義
に
は
「
幾
人
も
の
男
か
ら
求
婚
さ
  
注
れ
た
処
女
が
、
そ
れ
を
し
り
ぞ
け
て
自
殺
し
た
、
そ
れ
を
葬
っ
た
と
伝
え
る
塚13
」
よ
の
こ
と
を
言
う
。『
万
葉
集
』の
処
女
塚
を
見
た
者
の
感
動
を
詠
ん
だ
歌
に
始
ま
り
、
そ
の
後
変
化
し
な
が
ら
、
一
連
の
伝
説
・
物
語
を
生
み
出
し
て
行
く
。
つ
ま
り
、
同
じ
「
話
型
」
を
ふ
ま
え
る
作
品
の
間
に
は
、
表
面
的
で
は
な
い
、
深
い
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
古
典
文
学
、
否
、
現
代
文
学
に
ま
で
脈
々
と
続
い
て
い
る
文
学
の
流
れ
を
理
解
す
る
の
に
、「
話
型
」と
い
う
視
点
は
、
最
適
な
の
で
は
な
い
か
。
作
品
の
一
部
分
を
精
読
す
る
だ
け
で
は
決
し
て
分
か
ら
な
い
、
時
代
を
貫
く
古
典
の
息
吹
が
、
感
じ
取
れ
る
は
ず
で
あ
る
。二
　
ま
ず
、「
古
典
」
教
科
書
に
、
以
下
の
場
面
を
採
録
す
る
。
便
宜
上
、
新
篇
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
）
の
頁
数
・
行
数
を
明
示
し
た
。
① 
万
葉
集
・
ま
ま
を
と
め
あ
は
葛
飾
の
真
間
の
娘
子
を
詠
む
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌
　
高
橋
虫
麻
呂
〈
巻
九
　
一
八
〇
七
番
・
一
八
〇
八
番
〉
う
な
ひ
を
と
め
あ
は
　
莵
原
処
女
が
墓
を
見
る
歌
一
首
　
并
せ
て
短
歌
　
高
橋
虫
麻
呂
〈
巻
九
一
八
〇
九
番
・
一
八
一
〇
番
・
一
八
一
一
番
〉
（
②
四
四
七
頁
・
四
行
〜
四
五
一
頁
・
四
行
）
② 
大
和
物
語
　
百
四
十
七
段
　
生
田
川
・
む
か
し
、
津
の
国
に
す
む
女
あ
り
け
り
。
そ
れ
を
よ
ば
ふ
男
ふ
た
り
な
む
あ
り
け
る
。（
三
六
八
頁
・
二
行
）
〜
さ
れ
ば
、
女
の
墓
を
ば
な
か
に
て
、
左
右
に
な
む
、
男
の
墓
ど
も
今
も
あ
な
る
。（
三
七
〇
頁
・
一
五
行
）
←
※
宇
多
天
皇
皇
后
温
子
サ
ロ
ン
に
お
け
る
歌
の
詠
み
合
い
。
←
・
あ
る
旅
人
、
こ
の
塚
の
も
と
に
宿
り
た
り
け
る
に
、
人
の
い
さ
か
ひ
す
る
音
の
し
け
れ
ば
、（
三
七
三
頁
・
八
行
）
〜
い
と
う
と
ま
し
く
お
ぼ
ゆ
る
こ
と
な
れ
ど
、
人
の
い
ひ
け
る
ま
ま
な
り
。（
三
七
四
頁
・
一
二
行
）
③ 
源
氏
物
語
※
薫
へ
の
密
通
露
見
。
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←
・
「
右
近
が
姉
の
、
常
陸
に
て
人
二
人
見
は
べ
り
し
を
、（
⑥
一
七
八
頁
・
九
行
）
〜
宮
を
い
み
じ
く
め
で
き
こ
ゆ
る
心
な
れ
ば
、
ひ
た
み
ち
に
言
ふ
。（
⑥
一
八
〇
頁
・
六
行
）
←
※
薫
の
命
を
受
け
た
内
舎
人
が
、
警
備
を
強
化
。
←
・
君
は
、
げ
に
、
た
だ
今
、
い
と
あ
し
く
な
り
ぬ
べ
き
身
な
め
り
と
思
す
に
、（
⑥
一
八
四
頁
・
八
行
）
〜
す
こ
し
お
ず
か
る
べ
き
こ
と
を
思
ひ
寄
る
な
り
け
む
か
し
。（
⑥
一
八
五
頁
・
七
行
）
④ 
雨
月
物
語
　
浅
茅
が
原
・
妻
涙
を
と
ど
め
て
、「
一
た
び
離
れ
ま
ゐ
ら
せ
て
後
、
た
の
む
の
秋
よ
り
前
に
恐
し
き
世
の
中
と
な
り
て
、（
三
一
四
頁
・
三
行
）
〜
人
は
し
り
も
や
せ
ん
と
、
涙
を
と
ど
め
て
立
ち
出
づ
れ
ば
、
日
高
く
さ
し
昇
り
ぬ
。
（
三
一
六
頁
・
一
四
行
）
←
※
勝
四
郎
、
宮
木
の
墓
を
作
っ
て
く
れ
た
漆
間
の
翁
を
探
す
。
←
・
勝
四
郎
、
翁
が
高
齢
を
こ
と
ぶ
き
て
、（
三
一
八
頁
・
五
行
）
〜
か
の
国
に
し
ば
し
ば
か
よ
ふ
商
人
の
聞
き
伝
へ
て
か
た
り
け
る
な
り
き
。（
三
二
一
頁
・
八
行
）
　
い
ず
れ
も
、
す
で
に
「
古
典
」
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
る
作
品
ば
か
り
で
あ
る
。
明
治
書
院
「
精
選
古
典
」
の
よ
う
に
、
あ
る
編
集
方
針
の
も
と
採
録
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ど
れ
も
不
可
能
な
場
面
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
物
語
」
や
「
和
歌
」
の
ジ
ャ
ン
ル
別
・
時
代
別
の
教
材
配
列
に
入
れ
て
お
い
て
、
最
初
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
つ
い
て
、
文
法
や
現
代
語
訳
、
内
容
理
解
と
い
っ
た
事
柄
を
学
ん
で
お
く
。
や
は
り
、
四
つ
の
作
品
を
時
代
順
に
連
続
し
て
扱
う
の
が
一
番
だ
が
、
お
そ
ら
く
ま
と
め
て
扱
う
の
は
無
理
な
の
で
、
飛
び
飛
び
に
せ
よ
一
通
り
学
習
が
済
ん
だ
あ
た
り
で
、「
処
女
塚
の
話
」
と
い
っ
た
コ
ラ
ム
な
ど
を
設
け
る
よ
う
に
す
る
。
し
か
し
、
説
明
を
読
む
だ
け
で
終
わ
り
に
す
る
の
で
は
な
く
、「
処
女
塚
」
の
話
型
を
通
し
て
、
改
め
て
四
つ
の
作
品
の
比
較
や
ま
と
め
を
行
う
、「
学
習
の
手
引
き
」に
相
当
す
る
問
い
が
、
こ
こ
で
も
必
要
に
な
ろ
う
。
　
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
最
初
に
学
ぶ
、「
処
女
塚
」
に
関
す
る
共
通
の
基
礎
知
識
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
る
。
１
、
求
愛
す
る
男
た
ち
の
人
数
。
２
、
処
女
（
女
）
の
死
の
理
由
。
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３
、
話
の
内
容
の
正
確
な
把
握
（
男
た
ち
の
後
追
い
自
殺
の
有
無
な
ど
）。
４
、
作
品
間
の
影
響
関
係
。
　
な
お
、
最
終
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
内
容
や
表
現
を
比
較
し
た
上
で
、
影
響
関
係
や
話
型
の
歴
史
的
な
変
遷
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
、
目
標
と
し
て
い
る
。
① 
万
葉
集
　
実
は
、『
万
葉
集
』に
は
、
★
印
の
高
橋
虫
麻
呂
作
以
外
に
も
、
多
く
の「
処
女
塚
」
の
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　　
真
間
の
娘
子
（
真
間
の
手
児
奈
）
・
巻
三
　
四
三
一
番
・
四
三
二
番
・
四
三
三
番
　
山
部
赤
人
（
複
数
）
★
巻
九
　
一
八
〇
七
番
・
一
八
〇
八
番
　
高
橋
虫
麻
呂
（
複
数
／
自
殺
？
）
・
巻
十
四
　
三
三
八
四
番
・
三
三
八
五
番
　
東
歌
莵
原
処
女
（
葦
屋
処
女
）
・
巻
九
　
一
八
〇
一
番
・
一
八
〇
二
番
・
一
八
〇
三
番
　
田
辺
福
麻
呂
（
複
数
／
自
殺
？
）
★
巻
九
　
一
八
〇
九
番
・
一
八
一
〇
番
・
一
八
一
一
番
　
高
橋
虫
麻
呂
（
二
人
／
自
殺
）
男
た
ち
の
後
追
い
自
殺
・
巻
十
九
　
四
二
一
一
番
・
四
二
一
二
番
　
大
伴
家
持
（
二
人
／
入
水
）
桜
児
・
巻
十
六
　
三
七
八
六
番
・
三
七
八
七
番
（
二
人
／
縊
死
）
縵
児
・
巻
十
六
　
三
七
八
八
番
・
三
七
八
九
番
・
三
七
九
〇
番
（
三
人
／
入
水
）
※
（
　
）
内
は
、
上
に
求
愛
す
る
男
た
ち
の
人
数
、
下
に
処
女
の
自
殺
の
方
法
を
記
し
た
。
な
お
、「
複
数
」は
人
数
が
正
確
に
分
か
ら
な
い
場
合
、「
自
殺
」は
方
法
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
、「
自
殺
？
」
注
　
　
は
自
殺
を
推
測
さ
せ
る
表
現
が
見
ら
れ
る
場
合
に
用
い
た
。
14
　
処
女
た
ち
の
伝
説
が
、
各
地
（
真
間
は
千
葉
県
市
川
市
、
莵
原
（
葦
屋
）
は
兵
庫
県
神
戸
市
、
桜
児
と
縵
児
は
場
所
不
明
）
に
存
在
し
、
四
人
の
処
女
の
話
に
分
類
出
来
る
こ
と
、
そ
し
て
、
同
じ
処
女
に
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
の
中
で
も
、
作
者
、
求
愛
す
る
男
た
ち
の
人
数
、
処
女
の
自
殺
の
方
法
、
男
た
ち
の
後
追
い
自
殺
の
有
無
な
ど
に
違
い
が
見
ら
れ
る
点
に
、
触
れ
て
お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
高
橋
虫
麻
呂
の
歌
の
比
較
に
入
る
こ
と
に
す
る
。
　
虫
麻
呂
の
真
間
の
娘
子
と
莵
原
処
女
の
歌
は
、
後
の
作
品
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
行
く
た
め
、
丁
寧
な
読
み
が
必
要
で
あ
る
。
真
間
の
娘
子
で
は
、
表
現
に
即
す
る
限
り
、
娘
子
が
自
殺
し
た
と
は
、
ど
こ
に
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
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「
奥
つ
城
」（
墓
）
に
つ
い
て
詠
ん
で
い
る
の
で
、
娘
子
の
死
は
確
認
出
来
て
も
、
な
ぜ
死
ん
だ
の
か
は
、「
身
を
た
な
知
り
て
」（
身
を
思
い
つ
め
て
）
と
注
　
　
作
者
の
簡
単
な
想
像
が
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る15
。
ま
た
、
求
婚
し
た
男
の
数
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、「
夏
虫
の
　
火
に
入
る
が
ご
と
　
湊
入
り
に
　
船
漕
ぐ
ご
と
く
」
男
た
ち
が
寄
っ
て
来
る
の
だ
か
ら
、
さ
す
が
に
二
人
で
は
な
く
、
も
っ
と
多
数
と
予
想
が
つ
こ
う
。
　
一
方
、
莵
原
処
女
の
方
は
、
も
う
少
し
事
情
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
多
ち
ぬ
ま
を
と
こ
く
の
男
た
ち
が
求
婚
し
た
中
で
、
千
沼（
大
阪
府
和
泉
市
）出
身
の
千
沼
壮
士
う
な
ひ
を
と
こ
と
地
元
の
莵
原
壮
士
の
二
人
が
激
し
く
争
う
。
自
殺
の
理
由
は
、
処
女
が
母
し
つ
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、「
倭
文
た
ま
き
　
賤
し
き
我
が
故
　
ま
す
ら
を
の
　
争
ふ
見
れ
ば
　
生
け
り
と
も
　
逢
ふ
べ
く
あ
れ
や
　
し
し
く
し
ろ
　
黄
泉
に
待
た
む
」
と
思
っ
た
か
ら
、
つ
ま
り
は
「
二
人
の
男
た
ち
が
激
し
く
争
   
注
う
の
を
見
て
、
恐
ろ
し
く
な
っ
た
」16
わ
け
で
あ
る
。
　
他
に
注
目
す
べ
き
は
、『
万
葉
集
』
の
歌
の
中
で
唯
一
、「
男
た
ち
の
後
追
い
自
殺
」
が
記
さ
れ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。
桜
児
や
縵
児
の
話
で
は
、
男
た
ち
の
処
女
を
悼
む
気
持
ち
が
雑
歌
に
詠
ま
れ
、
真
間
の
娘
子
の
話
で
は
、
伝
説
を
聞
い
た
り
墓
を
見
た
り
し
た
後
世
の
人
々
が
、
処
女
の
死
を
悼
む
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
虫
麻
呂
の
莵
原
処
女
の
歌
の
男
た
ち
は
、
処
女
へ
の
想
い
を「
後
追
い
自
殺
」に
よ
っ
て
示
し
、
男
た
ち
の
死
も
含
め
て
、
人
々
の
追
悼
の
対
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
千
沼
壮
士
の
方
が
、
夢
に
見
て
い
ち
早
く
処
女
の
死
を
知
っ
て
い
た
り
、
一
八
一
一
番
の
反
歌
で
は
、
処
女
の
墓
の
上
に
生
え
る
木
が
千
沼
壮
士
の
墓
の
方
へ
な
び
い
て
い
た
り
し
て
、
処
女
の
想
い
が
、
こ
の
よ
そ
者
の
方
に
傾
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
② 
大
和
物
語
　『
大
和
物
語
』
百
四
十
七
段
・
生
田
川
伝
説
は
、
舞
台
が
「
津
の
国
」
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
二
人
の
男
の
姓
が
「
う
ば
ら
」
と
「
ち
ぬ
」
で
あ
り
、
女
の
後
を
追
っ
て
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
『
万
葉
集
』
莵
原
処
女
の
伝
説
と
同
根
と
判
明
す
る
。
け
れ
ど
も
、
女
の
自
殺
の
原
因
、
男
た
ち
の
争
い
が
死
後
に
行
わ
れ
る
点
が
、
大
き
く
異
な
る
。
か
く
て
そ
の
男
ど
も
、
と
し
よ
は
ひ
、
顔
か
た
ち
、
人
の
ほ
ど
、
た
だ
お
な
じ
ば
か
り
な
む
あ
り
け
る
。「
心
ざ
し
の
ま
さ
ら
む
に
こ
そ
は
あ
は
め
」
と
思
ふ
に
、
心
ざ
し
の
ほ
ど
、
た
だ
お
な
じ
や
う
な
り
。
暮
る
れ
ば
も
ろ
と
も
に
来
あ
ひ
、
物
お
こ
す
れ
ば
た
だ
お
な
じ
や
う
に
お
こ
す
。
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
と
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
女
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
ぬ
。
こ
の
人
の
心
ざ
し
の
お
ろ
か
な
ら
ば
、
い
づ
れ
に
も
あ
ふ
ま
じ
け
れ
ど
、
こ
れ
も
か
れ
も
、
月
日
を
経
て
家
の
門
に
立
ち
て
、
よ
ろ
づ
に
心
ざ
し
を
見
え
け
れ
ば
、
し
わ
び
ぬ
。
こ
れ
よ
り
も
か
れ
よ
り
も
、
お
な
じ
や
う
に
お
こ
す
る
物
ど
も
、
と
り
も
い
れ
ね
ど
、
い
ろ
い
ろ
に
も
ち
て
立
－ 60－
て
り
。
　
　
　
　
　（
三
六
八
頁
・
五
行
〜
三
六
八
頁
・
一
四
行
）
　
出
身
地
以
外
、
二
人
の
男
た
ち
は
、
何
か
ら
何
ま
で
お
な
じ
ら
し
い
。
女
の
悩
み
（
死
ぬ
理
由
）
も
、「
男
た
ち
に
優
劣
が
つ
け
ら
れ
ず
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
男
を
選
べ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
尽
き
よ
う
。
求
婚
者
た
ち
が
礼
儀
正
し
く
女
が
求
愛
に
対
し
て
受
け
身
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
平
安
朝
ら
し
さ
が
指
　
注
摘
さ
れ
て
い
る17
。
ま
た
、
こ
の
伝
説
で
は
、
莵
原
処
女
の
場
合
と
は
異
な
り
、
女
の
親
（
母
な
の
か
父
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
）
が
、
娘
と
男
た
ち
と
の
間
に
積
極
的
に
介
入
し
て
来
る
。
引
用
部
分
の
直
後
、
生
田
川
に
浮
か
ぶ
水
鳥
を
射
っ
た
方
に
娘
と
の
結
婚
を
許
す
と
い
う
打
開
策
を
親
が
提
示
す
る
点
　  
注
に
も
、
娘
の
結
婚
相
手
の
決
定
権
が
、
娘
本
人
か
ら
親
へ
と
移
行
す
る
時
18代
の
影
響
が
読
み
取
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
も
と
の
話
に
新
た
な
要
素
が
加
わ
っ
た
り
一
部
分
が
変
化
し
な
が
ら
伝
え
ら
れ
て
行
く
、
伝
承
・
伝
説
の
享
受
の
一
端
を
、
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
伝
説
は
、
男
た
ち
が
水
鳥
の
頭
と
尾
を
そ
れ
ぞ
れ
射
っ
た
結
果
、
万
策
つ
き
た
女
が
生
田
川
に
入
水
し
、「
こ
の
よ
ば
ふ
男
ふ
た
り
、
や
が
て
お
な
じ
所
に
お
ち
入
り
ぬ
。」（
三
七
〇
頁
・
五
行
）
と
い
う
、
最
後
ま
で
お
な
じ
男
た
ち
の
後
追
い
自
殺
だ
け
で
は
終
わ
ら
な
い
。
温
子
皇
后
サ
ロ
ン
で
の
、
こ
の
話
の
絵
を
見
な
が
ら
の
歌
の
詠
み
合
い
を
挟
ん
で
、
後
日
譚
が
続
い
て
い
る
。
あ
る
旅
人
、
こ
の
塚
の
も
と
に
宿
り
た
り
け
る
に
、
人
の
い
さ
か
ひ
す
る
音
の
し
け
れ
ば
、「
あ
や
し
」
と
思
ひ
て
、
見
せ
け
れ
ど
、「
さ
る
こ
と
も
な
し
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、「
あ
や
し
」
と
思
ふ
思
ふ
ね
ぶ
り
た
る
に
、
血
に
ま
み
れ
た
る
男
、
前
に
来
て
ひ
ざ
ま
づ
き
て
、「
わ
れ
、
か
た
き
に
せ
め
ら
れ
て
、
わ
び
に
て
は
べ
り
。
御
は
か
し
、
し
ば
し
か
し
た
ま
は
ら
む
。
ね
た
き
者
の
む
く
ひ
し
は
べ
ら
む
」
と
い
ふ
に
、「
お
そ
ろ
し
」
と
思
へ
ど
か
し
て
け
り
。
さ
め
て
、「
夢
に
や
あ
ら
む
」
と
思
へ
ど
、
太
刀
は
ま
こ
と
に
と
ら
せ
て
や
り
て
け
り
。
と
ば
か
り
聞
け
ば
、
い
み
じ
う
、
さ
き
の
ご
と
、
い
さ
か
ふ
な
り
。
し
ば
し
あ
り
て
、
は
じ
め
の
男
来
て
、
い
み
じ
う
よ
ろ
こ
び
て
、「
御
徳
に
年
ご
ろ
ね
た
き
者
う
ち
殺
し
は
べ
り
ぬ
。
い
ま
よ
り
は
な
が
き
御
ま
も
り
と
な
り
は
べ
る
べ
き
」
と
て
、
こ
の
こ
と
の
は
じ
め
よ
り
語
る
。
（
三
七
三
頁
・
八
行
〜
三
七
四
頁
・
八
行
）
　
実
は
、
二
人
の
男
は
、
並
ん
で
墓
に
お
さ
ま
っ
た
後
、
血
み
ど
ろ
の
争
い
  
注
を
繰
り
広
げ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。「
純
愛
」19
と
し
て
読
む
こ
と
も
可
能
な
女
と
二
人
の
男
の
話
は
、
こ
の
後
日
譚
の
存
在
に
よ
っ
て
、
完
全
に
変
質
し
て
し
ま
う
。
だ
が
、
男
た
ち
の
心
情
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ど
ち
ら
が
よ
り
本
心
に
近
い
か
は
明
白
だ
ろ
う
。
生
田
川
伝
説
の
後
日
譚
は
、
人
間
が
内
に
秘
め
る
激
し
い
情
念
を
描
き
出
し
、
伝
説
・
伝
承
の
夢
の
よ
う
な
世
界
か
ら
現
実
－ 61－
の
人
間
世
界
へ
、
物
語
が
一
歩
も
二
歩
も
近
づ
く
こ
と
に
貢
献
し
て
い
る
と
言
え
る
。
③ 
源
氏
物
語
　『
源
氏
物
語
』
で
は
、
浮
舟
が
二
人
の
男
（
薫
と
匂
兵
部
卿
宮
）
の
間
で
思
い
悩
み
宇
治
川
へ
の
入
水
を
決
意
す
る
過
程
で
、
右
近
が
語
る
右
近
の
姉
の
話
と
浮
舟
の
心
内
語
に
、
直
接
的
な
影
響
が
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、『
源
氏
物
語
』
は
長
編
物
語
で
あ
り
、『
万
葉
集
』
や
『
大
和
物
語
』
生
田
川
伝
説
と
は
異
な
り
、「
処
女
塚
」の
話
型
を
意
識
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
大
き
く
外
れ
る
結
末
を
導
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
浮
舟
の
入
水
は
未
遂
に
終
わ
り
、
話
型
は
、
物
語
に
影
響
を
与
え
て
は
い
る
も
の
の
、
行
方
を
完
全
に
決
定
す
る
ほ
ど
の
力
は
、
発
揮
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
生
田
川
伝
説
は
、
後
に
謡
曲『
求
塚
』
を
生
む
が
、
基
本
的
な
話
の
筋
は
全
く
変
え
な
い
、
そ
の
取
り
込
み
方
と
比
べ
れ
ば
、
違
い
は
明
白
だ
ろ
う
。
　
ま
ず
、
浮
舟
の
侍
女
で
あ
る
右
近
に
よ
っ
て
、
姉
の
身
に
起
き
た
出
来
事
が
語
ら
れ
る
。
「
右
近
が
姉
の
、
常
陸
に
て
人
二
人
見
は
べ
り
し
を
、
ほ
ど
ほ
ど
に
つ
け
て
は
た
だ
か
く
ぞ
か
し
、
こ
れ
も
か
れ
も
劣
ら
ぬ
心
ざ
し
に
て
、
思
ひ
ま
ど
ひ
て
は
べ
り
し
ほ
ど
に
、
女
は
、
今
の
方
に
い
ま
す
こ
し
心
寄
せ
ま
さ
り
て
ぞ
は
べ
り
け
る
。
そ
れ
に
ね
た
み
て
、
つ
ひ
に
今
の
を
ば
殺
し
て
し
ぞ
か
し
。
さ
て
我
も
住
み
は
べ
ら
ず
な
り
に
き
。
国
に
も
い
み
じ
き
あ
た
ら
兵
一
人
失
ひ
つ
。
ま
た
、
こ
の
過
ち
た
る
も
よ
き
郎
等
な
れ
ど
、
か
か
る
過
ち
し
た
る
も
の
を
、
い
か
で
か
は
使
は
ん
と
て
、
国
の
内
を
も
追
ひ
払
は
れ
、
す
べ
て
女
の
た
い
だ
い
し
き
ぞ
と
て
、
館
の
内
に
も
置
い
た
ま
へ
ら
ざ
り
し
か
ば
、
東
国
の
人
に
な
り
て
、
ま
ま
も
、
今
に
、
恋
ひ
泣
き
は
べ
る
は
、
罪
深
く
こ
そ
見
た
ま
ふ
れ
。
…
…
」
（
⑥
一
七
八
頁
・
九
行
〜
一
七
九
頁
・
三
行
）
　
右
近
の
姉
が
、
常
陸
で
二
人
の
男
と
関
係
を
持
っ
た
と
こ
ろ
、
先
の
男
が
新
し
い
男
を
殺
し
て
し
ま
い
、
生
き
残
っ
た
先
の
男
と
姉
は
、
そ
れ
ぞ
れ
さ
す
ら
い
の
人
生
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
、
内
容
か
ら
見
て
、
明
ら
か
に『
大
和
物
語
』生
田
川
伝
説
の
後
日
譚
を
受
け
て
い
る
。
だ
が
、
二
つ
の
点
で
、
大
き
く
異
な
ろ
う
。
一
つ
は
、
女
（
右
近
の
姉
）
と
男
の
一
方
が
生
き
残
っ
た
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
女
の
心
が
、
新
し
い
男
の
方
へ
明
確
に
傾
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
右
近
が
こ
の
話
を
浮
舟
に
す
る
の
は
、
姉
の
よ
う
な
境
遇
に
な
ら
な
い
た
め
、「
一
方
に
思
し
定
め
て
よ
。」（
一
七
九
頁
・
七
行
）
と
、
薫
か
匂
兵
部
卿
宮
か
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
男
を
選
ぶ
よ
う
促
す
の
が
目
的
な
の
だ
が
、
か
え
っ
て
浮
舟
の
恐
怖
心
を
か
き
立
て
、
入
水
へ
と
背
中
を
押
す
役
割
を
果
た
し
て
し
ま
う
。
物
語
は
、
生
田
川
伝
説
の
影
響
を
－ 62－
受
け
つ
つ
、
よ
り
浮
舟
の
現
状
に
近
い
右
近
の
姉
の
話
を
挿
話
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
で
、
貴
族
社
会
の
常
識
を
逸
脱
す
る
入
水
へ
と
進
ん
で
行
く
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
浮
舟
物
語
で
は
、
生
田
川
伝
説
の
直
接
的
な
影
響
が
、
浮
舟
の
心
内
語
に
指
摘
出
来
る
。
と
て
も
か
く
て
も
、
一
方
一
方
に
つ
け
て
、
い
と
う
た
て
あ
る
こ
と
は
出
で
来
な
ん
、
わ
が
身
ひ
と
つ
の
亡
く
な
り
な
ん
の
み
こ
そ
め
や
す
か
ら
め
、
昔
は
、
懸
想
ず
る
人
の
あ
り
さ
ま
の
い
づ
れ
と
な
き
に
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
だ
に
こ
そ
、
身
を
投
ぐ
る
た
め
し
も
あ
り
け
れ
、
な
が
ら
へ
ば
か
な
ら
ず
う
き
こ
と
見
え
ぬ
べ
き
身
の
、
亡
く
な
ら
ん
は
何
か
惜
し
か
る
べ
き
、
…
…
（
⑥
一
八
四
頁
・
一
一
行
〜
一
八
五
頁
・
一
行
）
　
直
前
に
は
、「
君
は
、
げ
に
、
た
だ
今
、
い
と
あ
し
く
な
り
ぬ
べ
き
身
な
め
り
と
思
す
に
、
…
…
」（
⑥
一
八
四
頁
・
八
行
）
と
、
浮
舟
の
心
内
語
が
、
右
近
の
姉
の
話
を
受
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
心
内
語
の
傍
線
部
   
注
は
、
生
田
川
伝
説
で
繰
り
返
し
使
わ
れ
る
、
次
の
表
現
を
ふ
ま
え
て
い
る20
。
・
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
と
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
女
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
ぬ
。
（
三
六
八
頁
・
九
行
〜
一
〇
行
）
・
女
、「
こ
こ
に
も
さ
思
ふ
に
、
人
の
心
ざ
し
の
お
な
じ
や
う
な
る
に
な
む
、
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
ぬ
る
。
…
…
」　
　
　（
三
六
九
頁
・
三
行
〜
四
行
）
・
そ
の
か
み
、
い
づ
れ
と
い
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
に
、
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
、
　
　
す
み
わ
び
ぬ
わ
が
身
投
げ
て
む
津
の
国
の
生
田
の
川
は
名
の
み
な
り
け
り
　
　
　
　
　（
三
六
九
頁
・
一
五
行
〜
三
七
〇
頁
・
三
行
）
　
つ
ま
り
、
浮
舟
が
具
体
的
に
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、『
万
葉
集
』莵
原
処
女
で
は
な
く
、『
大
和
物
語
』
生
田
川
伝
説
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
浮
舟
は
、
右
近
の
姉
の
話
を
聞
き
、
生
田
川
伝
説
に
思
い
を
馳
せ
た
結
果
、
入
水
を
決
意
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
浮
舟
が
「
昔
は
、
懸
想
ず
る
人
の
あ
り
さ
ま
の
い
づ
れ
と
な
き
に
思
ひ
わ
づ
ら
ひ
て
だ
に
こ
そ
、
身
を
投
ぐ
る
た
め
し
も
あ
り
け
れ
」
と
思
っ
て
い
る
点
に
も
、
注
意
を
払
い
た
い
。
彼
女
は
、
生
田
川
伝
説
の
女
の
悩
み
を
、「
男
た
ち
の
心
に
優
劣
が
つ
け
ら
れ
な
い
た
め
」
と
正
確
に
把
握
し
た
上
で
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
る
自
分
の
方
が
苦
し
い
の
だ
と
自
覚
し
て
い
る
。
右
近
の
姉
の
よ
う
に
、
み
じ
め
な
境
遇
で
さ
す
ら
う
恐
怖
に
脅
え
つ
つ
、
薫
と
匂
兵
部
卿
宮
と
い
う
対
照
的
な（
お
な
じ
で
は
な
い
）
二
人
の
男
た
ち
の
間
で
揺
れ
動
く
そ
の
苦
悩
は
、
厳
し
い
現
実
に
直
面
さ
せ
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
確
か
に
、
生
田
川
伝
説
の
女
の
悩
み
よ
り
も
深
い
と
言
え
よ
う
。
　『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、「
処
女
塚
」
の
話
型
は
、
様
々
な
変
更
を
加
え
－ 63－
  
注
て
、
物
語
世
界
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る21
。
浮
舟
の
入
水
は
、『
狭
衣
物
語
』
の
飛
鳥
井
姫
君
の
入
水
な
ど
、
そ
の
影
響
下
に
様
々
な
物
語
を
生
み
出
す
が
、
変
更
に
変
更
を
重
ね
た
結
果
、
話
型
の
方
は
、
次
第
に
原
型
を
と
ど
め
な
い
も
の
に
な
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
④
雨
月
物
語
　『
雨
月
物
語
』「
浅
茅
が
宿
」
は
、「
下
総
の
国
葛
飾
郡
真
間
の
郷
に
、
勝
四
郎
と
い
ふ
男
あ
り
け
り
。」（
三
〇
六
頁
・
三
行
）
と
始
ま
る
。「
葛
飾
の
真
間
」
と
く
れ
ば
、「
真
間
の
手
児
奈
（
真
間
の
娘
子
）」
が
、
す
ぐ
に
思
い
出
さ
れ
よ
う
。
一
気
に
話
は
最
後
へ
と
飛
び
、
七
年
後
、
京
か
ら
故
郷
へ
戻
っ
て
来
た
勝
四
郎
は
、
妻
の
宮
木
の
最
後
を
尋
ね
る
た
め
に
漆
間
の
翁
の
家
を
訪
れ
、
ま
ま
て
ご
な
や
が
て
宮
木
の
塚
の
前
で
、
村
に
伝
わ
る
真
間
の
手
児
女
の
伝
説
を
聞
く
。
寝
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
翁
か
た
り
て
い
ふ
。「
翁
が
祖
父
の
其
の
祖
父
す
ら
も
生
れ
ぬ
は
る
か
の
往
古
の
事
よ
。
此
の
郷
に
真
間
の
手
児
女
と
い
ふ
い
を
と
め
と
美
し
き
娘
子
あ
り
け
り
。
家
貧
し
け
れ
ば
身
に
は
麻
衣
に
青
衿
つ
け
て
、
髪
だ
も
梳
ら
ず
、
履
だ
も
穿
ず
て
あ
れ
ど
、
面
は
望
の
夜
の
月
の
ご
と
、
笑
ば
花
の
艶
ふ
が
如
、
綾
錦
に
裹
め
る
京
女
に
も
勝
り
た
れ
と
て
、
こ
の
里
人
は
も
と
よ
り
、
京
の
防
人
等
、
国
の
隣
の
人
ま
で
も
、
言
を
よ
せ
て
恋
ひ
慕
ば
ざ
る
は
な
か
り
し
を
、
手
児
女
物
う
き
事
に
思
う
ら
わ
ひ
沈
み
つ
つ
、
お
ほ
く
の
人
の
心
に
報
ひ
す
と
て
、
此
の
浦
回
の
波
に
身
を
投
し
こ
と
を
、
世
の
哀
な
る
例
と
て
、
い
に
し
へ
の
人
は
歌
に
も
よ
み
給
ひ
て
か
た
り
伝
へ
し
を
、
翁
が
稚
か
り
し
と
き
に
、
母
の
お
も
か
た
し
ろ
く
話
り
給
ふ
を
さ
へ
い
と
哀
れ
な
る
こ
と
に
聞
き
し
を
、
此
の
亡
人
の
心
は
昔
の
手
児
女
が
を
さ
な
き
心
に
幾
ら
を
か
ま
さ
り
て
悲
し
か
り
け
ん
」
と
、
か
た
る
か
た
る
涙
さ
し
ぐ
み
て
と
ど
め
か
ぬ
る
ぞ
、
老
は
物
え
こ
ら
へ
ぬ
な
り
け
り
。
勝
四
郎
が
悲
し
み
は
い
ふ
べ
く
も
な
し
。
此
の
物
が
た
り
を
聞
き
て
、
お
も
ふ
あ
ま
り
を
田
舎
人
の
口
純
く
も
よ
み
け
る
。
い
に
し
へ
の
真
間
の
手
児
奈
を
か
く
ば
か
り
恋
ひ
て
し
あ
ら
ん
真
間
の
て
ご
な
を
　
　
　（
三
二
〇
頁
・
四
行
〜
三
二
一
頁
・
五
行
）
　
作
中
人
物
で
あ
る
漆
間
の
翁
が
、
真
間
の
手
児
女
の
話
を
語
っ
て
お
り
、
『
源
氏
物
語
』
の
右
近
の
姉
の
話
と
、
物
語
へ
の
取
り
入
れ
方
が
似
て
い
る
。
だ
が
、
右
近
の
姉
の
話
は
、
生
田
川
伝
説
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
新
た
に
創
作
さ
れ
た
話
な
の
に
対
し
て
、
真
間
の
手
児
女
の
話
は
、『
万
葉
集
』の
真
間
の
娘
子
の
伝
承
に
基
づ
く
点
が
異
な
る
。
傍
線
部
は
、『
万
葉
集
』
巻
九
・
一
八
〇
七
番
歌
の
「
麻
衣
に
　
青
衿
着
け
」「
髪
だ
に
も
　
掻
き
は
梳
ら
ず
　
沓
を
だ
に
　
は
か
ず
行
け
ど
も
」「
望
月
の
　
足
れ
る
面
わ
に
　
花
の
ご
と
　
笑
み
て
立
て
れ
ば
」「
錦
綾
の
」
と
い
っ
た
表
現
を
直
接
ふ
ま
え
て
い
る
の
で
－ 64－
三
　
こ
れ
ま
で
、
四
つ
の
作
品
に
つ
い
て
、
時
代
順
に
見
て
来
た
。
ま
と
め
で
は
、
作
品
の
影
響
関
係
と
比
較
に
絞
っ
て
確
認
す
る
と
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
「
処
女
塚
」
の
話
型
が
、『
万
葉
集
』
以
来
、
形
を
変
え
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
来
た
こ
と
を
改
め
て
理
解
す
る
た
め
、
作
品
の
関
係
を
図
示
さ
せ
る
。
（『
万
葉
集
』
真
間
の
娘
子
）
（『
万
葉
集
』
莵
原
処
女
）
　
　
　
　
←
（『
大
和
物
語
』
生
田
川
伝
説
）
　
　
　
　
←
（『
源
氏
物
語
』
浮
舟
の
入
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謡
曲
『
求
塚
』
（『
雨
月
物
語
』「
浅
茅
が
原
」）
　（
　
）内
は
空
欄
に
し
て
お
き
、
生
徒
に
埋
め
て
も
ら
う
。
こ
の
場
合
の
ポ
イ
ン
ト
は
、『
万
葉
集
』に
は
、
四
人
の
処
女
た
ち
の
伝
承
が
見
ら
れ
る
こ
と
。
そ
の
内
、
莵
原
処
女
の
話
が
、『
大
和
物
語
』
生
田
川
伝
説
、
そ
し
て
謡
曲
『
求
塚
』
へ
と
影
響
を
与
え
て
行
く
こ
と
。
さ
ら
に
、『
源
氏
物
語
』
の
浮
舟
の
入
水
も
、
生
田
川
伝
説
を
受
け
て
い
る
が
、
長
編
物
語
の
中
で
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
一
方
、
真
間
の
娘
子
の
話
は
、
時
代
を
隔
て
て
、『
雨
  
注あ
る22
。
　
し
か
し
、
一
八
〇
七
番
歌
で
は
不
明
の
娘
子
の
死
の
理
由
を
、
漆
間
の
翁
は
、「
お
ほ
く
の
人
の
心
に
報
ひ
す
と
て
」（
死
ん
で
多
く
の
人
の
心
に
報
い
る
た
め
）
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
理
由
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
手
児
女
よ
り
も
、
宮
木
の
悲
し
み
は
深
か
っ
た
と
結
論
付
け
る
に
至
っ
て
い
る
。
浮
舟
も
ま
た
、
生
田
川
伝
説
の
女
よ
り
深
い
自
ら
の
苦
悩
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
が
、
宮
木
の
悲
し
み
と
は
、
一
体
何
な
の
か
。
幽
霊
と
な
っ
て
夫
と
再
会
し
た
折
の
宮
木
の
言
葉
が
参
考
と
な
ろ
う
。
今
は
長
き
恨
み
も
は
れ
ば
れ
と
な
り
ぬ
る
事
の
喜
し
く
侍
り
。
逢
を
待
間
に
恋
ひ
死
な
ん
は
、
人
し
ら
ぬ
恨
み
な
る
べ
し
（
三
一
四
頁
・
一
二
行
〜
一
三
行
）
　
本
当
は
、
夫
に
逢
え
ぬ
ま
ま
死
ん
だ
の
だ
か
ら
、「
人
し
ら
ぬ
恨
み
」
は
残
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
宮
木
は
、
多
く
の
男
た
ち
の
求
愛
に
も
、「
玉
と
砕
て
も
瓦
の
全
き
に
は
な
ら
は
じ
も
の
を
」（
三
一
四
頁
・
六
行
）
と
決
心
し
、
ひ
た
す
ら
夫
を
待
ち
続
け
て
拒
否
を
貫
い
た
と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
夫
は
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
。
身
近
で
見
守
っ
て
い
た
漆
間
の
翁
の
目
に
は
、
宮
木
の
苦
し
み
は
、
多
く
の
人
の
求
愛
に
応
え
る
た
め
だ
け
に
入
水
し
た
手
児
女
に
勝
る
も
の
と
う
つ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
－ 65－
月
物
語
』
の
「
浅
茅
が
宿
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
　
そ
の
上
で
、
先
の
章
で
述
べ
た
注
意
点
な
ど
を
ふ
ま
え
、
次
の
重
要
事
項
を
、
も
う
一
度
比
較
し
て
お
く
。
・
『
万
葉
集
』
真
間
の
娘
子
と
莵
原
処
女
。
・
『
万
葉
集
』
莵
原
処
女
と
『
大
和
物
語
』
生
田
川
伝
説
の
女
。
・
『
大
和
物
語
』
生
田
川
伝
説
の
後
日
譚
と
『
源
氏
物
語
』
右
近
の
姉
の
話
。
・
『
大
和
物
語
』
生
田
川
伝
説
の
女
と
『
源
氏
物
語
』
の
浮
舟
。
・
『
万
葉
集
』
真
間
の
娘
子
と
『
雨
月
物
語
』「
浅
茅
が
宿
」
の
真
間
の
手
児
女
の
話
。
・
『
万
葉
集
』
真
間
の
娘
子
と
『
雨
月
物
語
』「
浅
茅
が
宿
」
の
宮
木
。
む
す
び
に
　「
古
典
」
の
教
科
書
を
眺
め
る
と
、
説
話
・
随
筆
・
物
語
・
日
記
・
和
歌
・
俳
諧
・
評
論
と
い
っ
た
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
顔
を
揃
え
て
い
る
。
珠
玉
の
名
作
ば
か
り
を
前
に
し
て
、
現
代
語
訳
と
品
詞
分
解
、
お
よ
び
簡
単
な
内
容
の
説
明
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
い
か
に
も
も
っ
た
い
な
い
。
ま
た
、
名
作
が
後
代
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
そ
し
て
新
し
い
作
品
を
生
み
出
す
、
文
学
史
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
感
じ
取
る
に
は
、
一
作
品
に
つ
き
数
場
面
ず
つ
読
ん
で
い
た
の
で
は
、
埒
が
あ
か
な
い
の
で
あ
る
。
新
た
な
古
典
の
魅
力
に
気
づ
か
せ
、
少
し
で
も
古
典
嫌
い
を
減
ら
す
た
め
、「
話
型
」を
通
し
て
、
時
代
も
ジ
ャ
ン
ル
も
異
な
る
四
つ
の
作
品
を
ま
と
め
て
考
え
る
学
習
指
導
案
を
考
え
て
み
た
。
　
　
注
注
１
　
教
科
「
古
典
Ⅱ
」
は
、
そ
の
「
目
標
」
の
一
つ
に
、「
精
選
さ
れ
た
作
品
を
深
く
読
み
味
わ
っ
て
、
そ
の
作
品
の
特
質
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
思
考
力
・
批
判
力
を
伸
ば
し
、
心
情
を
豊
か
に
す
る
。」
を
掲
げ
て
い
て
、
現
行
の
教
科
「
古
典
」
よ
り
も
「
古
典
講
読
」
に
相
当
す
る
科
目
と
考
え
ら
れ
る
。
注
２
　
世
羅
博
昭
「「
源
氏
物
語
」
教
材
化
の
実
態
分
析 
― 
昭
和
五
十
二
年
度
用
「
古
典
Ⅱ
」
教
科
書
の
場
合 
―
」（『『
源
氏
物
語
』
学
習
指
導
の
探
究
』　
溪
水
社
　
一
九
八
九
年
七
月
）。
注
３
　
注
２
の
世
羅
論
文
。
注
４
　
講
談
社
現
代
新
書
　
二
〇
〇
六
年
五
月
。
注
５
　
朝
日
選
書
　
二
〇
〇
七
年
三
月
。
注
６
　
益
田
勝
実
の
国
語
教
育
に
関
す
る
論
稿
は
、『
益
田
勝
実
の
仕
事
５
　
国
語
教
育
論
集
成
』（
幸
田
国
広
編
　
ち
く
ま
学
芸
文
庫
　
二
〇
〇
六
年
六
月
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
注
７
　
文
部
科
学
省
が
公
表
す
る
、
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
使
用
の
高
等
学
校
用
－ 66－
教
科
書
目
録
に
は
、「
明
解
古
典
講
読
　
日
本
の
説
話
」、「
徒
然
草
　
枕
草
子
　
説
話
」、「
平
安
文
学
選 
― 
物
語
　
和
歌
随
想
・
日
記 
―
」、「
源
氏
物
語
・
大
鏡
・
評
論
」、「
物
語
文
学
選 
― 
伊
勢
物
語
・
大
和
物
語
・
源
氏
物
語
・
堤
中
納
言
物
語
・
大
鏡
・
今
鏡
」
な
ど
の
書
名
が
見
ら
れ
る
。
注
８
　
平
成
十
九
（
二
〇
〇
七
）
年
度
用
「
古
典
」
の
『
源
氏
物
語
』
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
教
材
と
し
て
の
『
源
氏
物
語
』 
― 
教
科
「
古
典
」
を
中
心
に 
―
」（「
東
京
女
子
大
学
　
論
集
」
第
五
十
八
巻
二
号
　
二
〇
〇
八
年
三
月
）
参
照
。
注
９
　
明
治
書
院
「
精
選
古
典
」
の
教
師
用
指
導
資
料
に
は
、『
玉
勝
間
』
の
「
兼
好
法
師
が
詞
の
あ
げ
つ
ら
ひ
」
の
「
選
定
の
理
由
」
と
し
て
、「
近
世
の
宣
長
が
中
世
の
兼
好
法
師
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
た
か
知
る
こ
と
で
、「
徒
然
草
」に
対
す
る
理
解
も
深
ま
る
し
、
文
学
の
大
き
な
流
れ
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。」と
あ
る
（
前
編
　
古
文
編
　
二
九
八
頁
）。
注
10
　
三
角
洋
一
「
源
氏
物
語
表
現
・
発
想
事
典
　
話
型
」（『
源
氏
物
語
事
典
』　
秋
山
虔
編
　
學
燈
社
　
一
九
八
九
年
五
月
）。
注
11
　『
角
川
全
訳
古
語
辞
典
』（
久
保
田
淳
・
室
伏
信
助
　
編
　
角
川
書
店
　
二
〇
〇
二
年
十
月
）。
注
12
　
注
11
に
同
じ
。
注
13
　『
日
本
伝
奇
伝
説
大
事
典
』（
角
川
書
店
　
一
九
八
六
年
十
月
）。
注
14
　
各
歌
の
解
釈
は
、
関
口
裕
子
『
処
女
墓
伝
説
歌
考 
― 
複
数
の
夫
を
も
っ
た
美
女
の
悲
劇 
―
』（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
六
年
）
を
参
考
に
し
た
。
注
15
　
新
日
本
古
典
文
学
全
集
『
萬
葉
集
』
頭
注
は
、「
葛
飾
の
真
間
の
手
児
名
の
自
殺
の
原
因
は
、
巻
第
三
の
山
部
赤
人
の
歌
（
四
三
一
〜
四
三
三
）
か
ら
も
右
の
歌
（
平
林
注･
一
八
〇
七
〜
一
八
〇
八
）か
ら
も
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
次
の
莵
原
処
女
の
歌
（
平
林
注･
一
八
〇
九
〜
一
八
一
一
）
と
並
べ
て
あ
る
こ
と
や
東
歌
の
「
真
か
も
我
に
寄
す
と
ふ
」（
三
三
八
四
）
な
ど
か
ら
推
し
て
、
複
数
の
男
た
ち
の
妻
争
い
を
止
め
さ
せ
る
た
め
に
自
ら
命
を
断
っ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
妥
当
か
。」（
②
四
四
八
頁
）
と
説
明
す
る
。
注
16
　
矢
野
公
和
「
宮
木
と
手
児
奈
」（「
読
本
研
究
」　
一
九
九
六
年
十
一
月
）。
莵
原
処
女
の
自
殺
の
理
由
に
つ
い
て
、「
二
人
の
男
性
が
自
分
を
求
め
、
刀
、
弓
矢
を
執
り
、
力
づ
く
で
求
愛
す
る
と
い
う
情
景
は
、
人
に
よ
っ
て
は
晴
れ
が
ま
し
く
名
誉
な
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
負
い
目
に
感
じ
て
し
ま
う
者
に
と
っ
て
は
、
恐
ろ
し
い
事
態
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
壮
絶
な
二
人
の
愛
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
が
故
に
「
黄
泉
に
待
た
む
」
と
心
に
決
め
た
莵
原
処
女
は
こ
の
世
界
を
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
…
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
注
17
　
今
井
源
衛
「
大
和
物
語
評
釈
・
三
九
　
処
女
塚
（
上
）」（「
国
文
学
」　
一
九
六
五
年
九
月
）。
注
18
　
服
藤
早
苗
『
平
安
朝
　
女
の
生
き
方
』（
小
学
館
　
二
〇
〇
四
年
九
月
）
な
ど
。
注
19
　
平
成
十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
度
用
の
「
古
典
講
読
」
教
科
書
、「
平
安
文
学
選 
―
物
語
　
和
歌
　
随
想
・
日
記 
―
」（
右
文
書
院
）
で
は
、『
大
和
物
語
』
百
四
十
七
段
の
前
半
部
分
を
採
録
し
、「
学
習
の
手
引
き
」
に
お
い
て
、「
二
人
の
男
性
の
純
愛
を
受
け
き
れ
ず
に
死
ん
で
い
っ
た
女
性
を
題
材
と
し
た
こ
の
物
語
を
読
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
感
想
を
持
っ
た
か
、
話
し
合
っ
て
み
よ
。」
と
指
導
す
る
。
こ
の
教
科
書
は
、
教
師
用
指
導
書
の「
教
材
選
定
の
趣
旨
」
で
も
、「
古
代
の
伝
承
か
ら
近
現
代
の
作
品
の
テ
ー
マ
と
も
な
っ
て
い
る
生
田
川
伝
説
を
取
り
上
げ
、
男
女
の
純
愛
を
語
る
説
話
と
し
て
採
録
し
た
。」
と
述
べ
て
お
り
、「
男
女
の
純
愛
物
語
」
と
し
－ 67－
て
読
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
言
い
切
っ
て
し
ま
え
る
か
ど
う
か
は
、
疑
問
で
あ
る
。
何
か
ら
何
ま
で
お
な
じ
男
た
ち
の
存
在
は
、
不
気
味
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
ろ
う
。
注
20
　
寺
本
直
彦
「
浮
舟
物
語
と
生
田
川
伝
説
」（「
む
ら
さ
き
」　
一
九
八
二
年
七
月
）。
注
21
　『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
処
女
塚
」
の
話
型
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
処
女
塚 
―
浮
舟
入
水
物
語
と
の
関
連
か
ら
」（『
源
氏
物
語
に
お
け
る
伝
承
の
型
と
話
型
』　
風
間
書
房
　
二
〇
〇
一
年
十
月
）
参
照
。
注
22
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
英
草
紙
　
西
山
物
語
　
雨
月
物
語
　
春
雨
物
語
』
頭
注
（
三
二
〇
頁
）。
（
ひ
ら
ば
や
し
　
ゆ
う
こ
　
本
学
助
教
）
